電子システム工学演習Ａ(SS　専門科目)
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科目名：電子システム工学演習Ａ

（英文科目名：Electronic System Engineering Exercise A）

      ２　単位　選択　専攻科電子システム専攻１年　通年　演習＋講義

担当教官：山崎敬則（居室：機械工学科棟２階）

Tel:0285-20-2201    E-mail:@oyama-ct.ac.jp

山下　進（居室：機械工学科棟２階）

Tel:0285-20-2210    E-mail:syama@oyama-ct.ac.jp

渡利久規（居室：機械工学科棟１階）

Tel:0285-20-2208    E-mail:watari@oyama-ct.ac.jp

川村荘士（居室：機械工学科棟３階）

Tel:0285-20-2201    E-mail:@oyama-ct.ac.jp

猪瀬善郊（居室：機械工学科棟２階）

Tel:0285-20-2205    E-mail:yinose@oyama-ct.ac.jp

朱　　勤（居室：機械工学科棟２階）

Tel:0285-20-    　　E-mail:　　　@oyama-ct.ac.jp

井田　晋（居室：階）

Tel:0285-20-2202    E-mail:ida@oyama-ct.ac.jp

増淵　寿（居室：機械工学科棟２階）

Tel:0285-20-2200    E-mail:masubuti@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

電子システム工学のうち機械工学にかかわる，応用数学（微分方程式，自動制御など），力学（材料力学，機械力学，振動など）， 材料（機械要素，潤滑，工作，機械材料，材料加工など），熱流体（熱力学，流体力学など）の科目について，主に計算を含む演習問題を行う．例えば，自動制御については，PID制御によるフィードバック制御系の特性の演習を通して理解を深める．授業はオムニバス形式をとる．

達成目標：

　　本科で学んだ専門科目の理解を深め，技術者としての基礎的な問題解決能力を身につけることを目標とする．具体的には，

　　１．微分方程式の解法により，フィードバック制御系の応答を求め，PID制御の働きを理解する．

　　２．実用的な工学問題の解析法のひとつである有限要素法の基礎について，理解する．数式の説明を理解することよりもむしろ，「考え方」の理解を重点を置き，簡単な材力，機力，振動などの例題や実習の積み重ねによって，有限要素法を正しく使うことを学ぶ．

　　３．機械設計や機械加工に関わる基礎的な問題ができる．

　　４．熱流体問題に関す基礎的な計算ができる．

技術者教育プログラムの学習・教育目標：(A-1)，（A-2），（B-2）

JABEE基準1の（1）：(c)，(d)-(2)-a)
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
カリキュラム中の位置づけ：

　　専攻科の電子システム工学専攻の機械系の専門科目という位置づけである．

　　機械工学の科目全般に渡って基礎的事項を学べるようにした．

この科目を学ぶために専攻して理解する必要のある科目：

　　数学（微分・積分学，微分方程式），物理，機械工学科専門科目

この科目と同時に学ぶ関連科目：

　　応用数学，応用物理，熱移動論，流体力学

この科目の後に学ぶ関連科目：

　　機械工学の応用に関するの専門科目，特別研究など

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
教科書：

　　指定しない．

参考書：

  　必要に応じて指定する．

学習方法：

 　 授業→はじめに講義したのちに，課題を解きレポートで提出，口答試問を実施する．問題の解法に取り組む．質問は随時行う．

  　復習→類似の問題あるいは課題を解いてみる．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
授業内容：

  　１．微分方程式，自動制御の演習（８週）

    ２．材料力学，機械力学などの演習（７週）

    ３．機械材料，機械加工，機械設計などの演習（８週）

    ４．熱移動論，流体力学などの演習（７週）

授業方法：

　　　授業内容に関連した演習を中心として，ほぼ毎回，類似の演習を宿題として課し，提出を求めることがある．提出された課題は極力添削の上返却する．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――
各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法：

　　課題に対する報告書と質疑応答能力で評価する。

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　授業内容１～４の成績を平均して評価する．

課題に対する報告書(50％)と口答試問(50％)で評価し、総合評価60％以上を合格とする．

試験実施方法：

　  試験は行わない．

連絡事項：

　　理解困難な点は随時学習相談に応じるほか，電子メールでも受け付ける．

学生へのメッセージ：

　　なし
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